
 

 

 
７月 28日に全国学力・学習状況調査の結果が公開されました。すでに、自校の結果について確認

されたことと思います。学力調査の結果だけに一喜一憂するのではなく、自校の学力と学習状況の把

握・分析を、先生方お一人お一人の授業改善に生かすことが大切です。そのために、データから傾向

や課題を読み取って共有し、その改善に向けてどのような手立てを打つのかなどについて、教職員集

団で対話する場や時間を、ぜひもっていただきたいと思います。 

上越教育事務所でも、以下のように結果を分析しましたので報告します。 

 

 

 

右は、新潟県と全国の平均正答率

です。 

残念ながら、小学校国語以外、正

答率が全国よりも下回りました。特

に、中学国語と算数・数学は全国と

やや開きがありました。 

次にお示しするのは、各教科の正答率を観点別に比較した結果です。 

【国語】 

【算数・数学】 

【理科】 

 

観点別比較の結果を概観すると次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

上越地区でも同様の傾向が見られ、よりその差が顕著でした。 
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①小学校では、３教科とも「思考・判断・表現」で全国平均との開きが見られる。 

②中学校では、国語と数学において「知識・技能」「思考・判断・表現」の両方で全国平均との開

きが見られる。今回、国語では「表現の技法」や「漢字の行書の特徴」についての「知識」を問

う出題があり、全国平均と差が付いた要因となっている。 

１ 学力調査の結果から 



国立教育政策研究所の報告書を見ると、全国的にも引き続き「思考力・判断力・表現力等」の育

成が課題だとされています。先ページの観点別比較の結果から「思考・判断・表現」で全国と差があ

ることが分かるため、「思考力・判断力・表現力等」の育成が大きな課題になっていると言えそうで

す。 

 

 

 

質問紙調査でも「思考に関する設問」に注目し、児童生徒質問紙と学校質問紙で共通項目のある

以下の設問で上越地区と全国の数値を比較してみました。 

 

学力調査では全国と比べて「思

考・判断・表現」の正答率が低い

傾向だったのですが、右の各数値

を見ると、上越地区では児童生徒

質問紙の設問(39)(43)のような

「授業中、思考しているか」を問

う設問への肯定的解答は 80％を

超える高い数値であることが分か

ります。これは、全国平均を上回

り、他県と比較してもトップレベ

ルの数値です。 

また、学校質問紙と児童生徒質

問紙を比較すると、小学校では教

師より児童の方が肯定的解答の割

合が高く、学校質問紙は全国を下

回る数値になっています。中学校

では生徒より教師の方が肯定的解

答の割合が高く、学校質問紙は全

国を上回る数値になっています。

特に設問(43)と(26)では、その差

が顕著になっています。 

 

国立教育政策研究所の報告書では、児童生徒質問紙の上記２項目について、「小学生では設問(39)

『課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる』、中学生では設問(43)『話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている』に肯定的な回答している児童

生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる」と分析されていました。この結果と上越地域

の状況は一致していません。この違いがどこからきているのか考えることも授業改善の視点の一つに

なると考えます。例えば、 

 

・上記２項目で全国平均を上回っている上越地区の取組の強みとは何か 

・上記２項目で全国平均を上回っているのに、正答率で全国と差が付くのはなぜなのか 

 

などの視点から、自校の状況を再度見直し、授業改善の手掛かりとしてはいかがでしょうか？  

 

 

 今回、学力調査で成果を上げたＡ中学校では、新しい学習評価に取り組んでいます。具体的には、

定期テストを止め、各教科で単元ごとに、知識の定着を確認する「単元テスト」と「思考力・判断

力・表現力等」を発揮させる「パフォーマンステスト」を実施しています。上越教育事務所では、

「パフォーマンステスト」によって、生徒全員に「思考力・判断力・表現力等」を発揮させる場面を

繰り返し設定していることが、思考力の育成に有効に働いているのではないかと分析しています。 

このような各学校で力を入れている優れた取組を、今後も紹介していきたいと考えています。 

２ 質問紙調査の結果から 


